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記載の内容は予告なく変更となることがあります。

目 的

海外現地の文化、環境、空気、社員の人々、働く風土などに触れて頂き、チームメンバーと
現地の課題解決やビジネス提案のテーマへ挑戦することで、グローバル人材を目指す心
構えを養っていただきます。
また、帰国前後を含む本プログラム全体への参加を通じて、東京大学のグローバル化に
貢献していただきます。

東京大学グローバル・インターンシップ・プログラム（地域滞在型）募集要項

プ ロ グ ラ ム 名 ＵＧＩＰ　地域滞在型

具体的な内容

世界150カ国に事業を展開し、空調分野で世界No.1の売り上げを持つグローバル企業、ダ
イキンの一拠点に滞在し、３～５人のチームで１つのテーマに挑戦していただきます。
訪問場所は、北米、欧州、アジア・オセアニア、中国の同社拠点を予定しています。
テーマは、選考・準備の過程で提示します。
顧客訪問や市場調査などフィールドワークも行っていただくことがあります。

主な活動場所
アメリカ、ヨーロッパ、中国、

アジア・オセアニア（いずれか一地域）
および日本

人数 40名

活 動 期 間 2019年8月下旬～9月中旬(2週間)

参 加 資 格 等

・本学の学部（前期課程、後期課程）又は大学院研究科・教育部の修士課程に在籍する正
規課程生 （※活動期間中に休学中である者、長期に修学を中断している者は除く。）
・空気に関するグローバルな社会課題やビジネスチャンスに関心を持てること
・テーマの達成に向けて意欲を持って取組めること
・ルール遵守の行動ができること
・英語によるコミュニケーション能力が一定基準をクリアしていることが望ましい
*アメリカ、ヨーロッパは、TOEIC Proficiency Level B (730点）、TOEFL iBT69 または
IELTSオーバーオール・バンド・スコア 6.0に準じる能力
・成果報告会を含め、全活動に参加できること

応 募 方 法

ホームページより参加申請書をダウンロードし、下記受取専用メールアドレス宛添付ファイ
ルで提出してください。

【提出先（受取専用）】

　global-internship.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp
 
①申請書データの題名には、申請者名、参加を希望するプログラム名を明記してください。
②題名やデータの拡張子が不明瞭な場合、受理できない場合があります。
③申請書データ等を確認後、1週間以内（連休中を除く）に受領メールをお送りします。

問い合わせ先：東京大学グローバル・インターンシップ・プログラム（UGIP）担当
e-mail：global-internship.adm@gs.mail.u-tokyo.ac.jp

選 考 方 法

①書類選考通過者に対して、面接選考を実施します。
②面接選考は6/3（月）～8（土）15時～20時＠本郷キャンパスを予定。
③選考結果は、東京大学グローバル・インターンシップ・プログラム（UGIP）担当よりEメー
ルで学生本人に通知します。
※メールで連絡を行いますので、小まめにメールを確認・返信してください※
（書類に不備がある場合や、合否結果の通知等を連絡します）

備 考

①プログラムNo.1の申請者はNo.2を第二志望として申請可能ですが、その逆はできません。
②活動開始までの期間に語学勉強を各自意欲的に行ってください。
③面接、ワークショップ、説明会等は本郷または浅野キャンパスにて行います。
④6月に開催する「海外渡航危機管理セミナー」への参加が必須となります。
⑤6月下旬～7月下旬に開催する事前説明会・事前学習会への参加が必須となります。
⑥事後レポートを提出の上、活動報告会（12月）に報告を行っていただきます。
⑦活動報告会の企画担当に任命されることがあります。（立候補は大歓迎）
⑧東京発着日を含めて、プログラムの全期間に参加できること。
⑨本プログラムは受入先のダイキン工業株式会社と東京大学が締結した産学協創協定に基づいて行われま
す。
⑩インターンシップ参加者は翌年の募集活動、留学フェア、本プログラムのワークショップ、ＳＮＳ等での広報活
動に参画いただきます。
⑪本プログラムは受入先のダイキン工業株式会社の採用活動と関係はありません。一方で、参加者が同社へ
の就職を制限されることもありません。

応 募 締 切 2019年5月12日(日)必着

訪問先企業の
ウ ェ ブ サ イ ト

DAIKIN GROUP（英語）：http://www.daikin.com/
ダイキン工業株式会社（日本語）：　http://www.daikin.co.jp

経 済 的 支 援

①航空券、②宿泊施設は、受入れ先のダイキン工業が支援します。
※①は各自手配し立替え払いの上、後日精算（滞在先により上限額を設定）します。
③報酬はありませんが、食費、交通費の補助を目的とした日当を支給します。
④危機管理サービス代、⑤海外旅行保険代はご自身で負担して頂きます。
※④、⑤は大学が加入手続きを行います。

※2019年度の内容です。


